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③事務局からの訂正依頼への対応方法
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申請内容について疑義があった場合、
事務局から通知（メール）をお送りします。事務局から訂正依頼
などの通知（メール）が届いた際には、ロックが解除されていま
す。倫理審査システム上で修正・回答を行ってください。

※メールでの回答や問い合わせはシステム上に履歴が残らないた
め、受け付けいたしません。必ずシステム上で修正・回答をお願
いいたします。

【申請書表示URL】を選択すると、倫理
審査システムの画面が表示されます。

メール画面
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メールのURLを選択しログイン
をすると申請書閲覧画面に移行
します。

【質疑応答】を選択します。
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【表示】を選択し質問内容を確認
してください。

修正が必要な添付ファイルがある場合、
選択をするとダウンロードが可能です。

添付書類の修正がある場合
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「この申請書を編集する」を選択して、
申請書入力フォームを表示します。
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指摘事項を上書きで修正してください。
※自動的に変更履歴が残ります。

事務局から送られてきた資料を修正した上で、上
書きで添付してください。

で選択したファイルで上書きされます。
※ワード文書の文章を修正した場合は変更履歴を残して
添付してください

※ファイルの削除のみを行う場合は を選択
してください。

「質疑応答を別画面で開く」から質問の
内容を確認することができます。
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添付書類の修正を行う場合

ここに事務局からのコメン
トが記載されていますので、
本文を修正してください。
※変更履歴は消さずにその
まま保存して添付してくだ
さい。

添付書類：Wordの場合校閲タブの「変更履歴の記録」ボタンが押されてい
ることを確認してから修正をお願いいたします。
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修正が完了したら【申請】ボタンを押します。ポップアップが表示されましたら
【一時保存して質疑応答に移動】を選択します。

※一時保存された申請は、質疑応答に回答後に確定します。
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回答内容を入力し、【OK】
を選択します。

質疑応答への回答

【回答】を選択します。



★質疑応答の回答を修正する場合
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一度回答を終えた質疑応答（グレーアウトした状態）の内容を修正する場
合
再度【回答】を選択します。

内容を修正した後【OK】を選択します
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質疑応答に全て回答（グレーアウト）したことを確認後、必ず
「この申請書を編集する」を選択し、再度申請書編集画面に移
動してください。
※一時保存されている申請書を確定させるため。
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【申請】を選択します。

【OK】を選択します。
※編集がロックされ、修正ができなく
なります。
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「新規申請訂正の受け付け」のメールが申請者・連絡担当者に送信されます。

メール画面

訂正依頼に対する修正方法の説明は以上となります。

審査状況をシステムで確認する
方法はマニュアル⑤を参照


